
  

 

 

 

～ 誰一人取り残すことのない個別最適な学びの実現へ「ＤＡＳＨ」 ～ 
   

子どもたちに学ぶ力をつけることが、学校の使命です。年度 

末は、全ての子どもたちが安心して新年度を迎えることができ 

るよう、浮かび上がってきた学力課題を確実に解決する大切な 

時期になります。 

義務教育課では、今年度も、これまでの調査等で見えてきた 

課題を精選した問題集「やまぐちっ子学習プリントＤＡＳＨ」 

を作成しました。プリントのデータは、１月末に各学校にお届 

けしましたので、効果的に活用していただくようお願いします。 

 課題を解決するためには、課題の中身を的確に捉え、教科の特 

性等に応じた適切な指導が不可欠です。３回に分けて具体的な

指導のポイントを紹介しますので、参考にしてください。 

 
 
 

第１回（全３回） 国語科の指導のポイント「ＤＡＳＨ」 

◆ 条件に沿って文章を記述することが苦手な子どもへの指導 

皆さんの指導する子どもの中に、条件に沿って文章を記述することが苦手な子どもは

どれくらいいるでしょうか。子どもは、何に困り感をもっているのでしょうか。 
 
①「表現する内容」（例：「○○について書きましょう」） 

②「表現の仕方」（例：「○○という言葉を使って、○字以内で書きましょう」） 
 
調査問題の誤答を分析した結果、①「表現する内容」に対して、適切に答えられなか

った子どもが多くいたことが分かりました。「表現の仕方」の指導だけでは不十分で、

表現する目的が必要不可欠なのです。指導の際は、目的を意識しながら「表現する内容」

を見付けることができるようにするとよいです。 

例） 

 

 
 
 

（   部が表現する目的） 

 

このことを踏まえ、小学校国語のやまぐちっ子学習プリントに設定さ

れている「目的」や「条件」を見直し改訂しました。右の QR コードか

ら、「自分の考えを表現する力を伸ばすために」というプリントをダウン

ロードしてご活用ください。 

「文章で答える問題が苦手…」と感じている子どもが自信をもてるように支援してい

くことが、わたしたち教師の役目です。 

第２回（全３回）は英語科の指導のポイント「ＤＡＳＨ」です。 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 

～ 
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山口県教育庁義務教育課 

自分の考えを表現する力を伸ばすために 

「○○小学校に行ってみたい」と思

ってもらうためには、どのようなこ

とを伝えるとよいのでしょうか。 

仲のよさや校庭の美しい自然のこ

とを伝えると、「行ってみたい」

という気持ちになると思います。 
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